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昭和62年度富山大学入学式学長告辞

ただ い ま 入学 を 許可きれました 1 , 495名 に のぼ る 諸

君 は ， 本学の 各学部， 大学院 お よ び専攻科へ め で た く

入 学され た 方々であ り ， 本 学 の教職 員 一 同 ， 心か ら 祝

福 を 申 し あ げ る と 共に歓迎 の意 を 表します 。

本年度 は ， A, Bグループ分け に よ る 複数受験が行

わ れ た 初年度 であ り ます 。 受験生諸君 も 大学側 も そ の

対応に い ろ い ろ苦労し た と こ ろ であ り ます 。 然し な が

ら 平均倍率5倍以上 と 過去最高の競争率 と な り ， 諸 君

に と っ ては 激戦であ っ た と 思 います 。 難関 を 突破して

め で た く 入 学された 諸君や御家族の喜びはさぞか し と

存じます 。 選 ば れ た 者の幸せ と 誇り を自覚す る と 共 に ，

本 日 の感激 を 忘 れ る 事な し これか ら の四 年 間充実し

た 悔の な い 大学生活 を 送 っ て欲し い と 思い ます。

今 年 は 戦 後六三制の新教育制度 が始ま っ て40年に な

り ます 。 昭和22年 4月に 新制 中 学 が 発 足 し 1 60万 人 の

中 学一年生 を 迎 え た の で あ り ます が 6 年 後大学， 短大

に 進学し た の は11 万 人 で浪 人 を 含め この年の 高 等教育

進学率は 9% で あ り まし た 。 と こ ろ が昭和61 年春に は

1 91 万 人 が 中 学 を 卒業 し ， 一方， 大学， 短 大 に は 64万

人， 専 門 学校に も 18 万 人 が進学し， こ の ほ か に 浪 人 も

多 し この年 の 高等教育へ の進学率は 45.9%に も 達 し

て お り ， こ の 40年 間 に 高学歴化 は 大 き く 進展し た こ と

に な り ， 大学 の 大衆化は も は や動かす こ と の で き な い

現実だ と 言う こ と が よ く わ か る と 思 います。 と く に 近

年急速 に 学歴 が も っ効用 ， 価値への 信仰が高ま っ て き

て お り ます。 大学の大衆化てvか え っ て 必要条件 と し

て 学歴が重要視され る こ と に な っ た と も 考え ら れまし

ょ う 。 す な わ ち ， 親や家族に と っ て み れば， た と え 学

歴が職業上必ずし も 特 に 大 き な経済的利益を も た ら さ

な く と も ， 将 来 の社 会生活に お け る 「保険」 と して ，

自 分の子弟に ひ た す ら 高 い 学歴 を つ けさせ よ う と して

い る か ら に はか なりませ ん。 さ ら に 高学歴化の最大の

受益者 は 国 や社会であ り ， 高学歴化 は労働 力 の質 を 高か

か め る ばか り でな く ， 有効需要 を ふ く ら ませ， さ ら に

社会 の安定 に も 大 き く 役立 っ て い る わ け であ り ます 。

然 し な が ら 一方 で、 は ， 学歴社会の弊害 も 近年やかま

し く 言 わ れて お り ます 。 個 人 に対す る 評価 が 「 何 を ど

れだ け 学 んだか」 と 言う こ と よ り も 「 い つ， ど こ で学

んだか」 の ほうが重視きれ， 教育 ・ 学習歴が必ずし も

適正 に 評価きれ な い き ら い があ り ， むし ろ 人生 の初期

に形成 的 な 学歴 を つ け る 現状か ら 「何 を ど れだ け 学 ん
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だか」 を 評価す る 生涯学習 社 会 の建設へ移行すべ き だ

と 言 わ れて お り ます 。 然し な が ら ， 産業構造 が高度化

し知的労働の ニ ー ズ に 適合す る 高学歴層 の需要が増大

して い る 現状 を 考 え る と ， 18才 人口の大学教育め重要

性は 変 ら な い ばか り か ， 生涯学習社会へ の 入口 と し て

自主的学習 の 必要性 を体得させ る う え で も 大 き な 役割

を 果す も の と 確信して お り ます 。

と ころ で， 近来大学の大衆化 と と も に， 学生の質の

低下や大学のレ ジ ャ ー ランド化 な ど 大 学 に 対す る 風当

り は強 い も の が あ り ます 。 果 し て学生の質が そ れほ ど

低下して い る の でしょ うか 。 優 秀 な 素質 を 持 ち な が ら

か つて は経 済 的理由 で進学 を断念せ ざ る を 得 な か っ た

よ う な 人 材 は 今 日 では い ろ い ろ な救済制度や奨学制度

に よ っ て ほ と ん ど大学 に 進 ん で お り ， ま た 必ず し も 優

秀 と は 言 え な い そ の他の学生 に して も ， そ の 大部分が

「や る 気 」 さ え 出せば充分や っ て い け る 潜在的能 力 を

持 っ て い る と 思わ れます 。 然し な が ら ， 偏差値偏重 の

受験体制の 中 で， あ ら ゆ る 面 で教師 に よ っ て手取 り 足

取 り きれ る 勉強 に な ら され， 自分で考 え ， 表現 し ， 行

動す る 訓練 を ほ と ん ど受けて い な い た め ， 大学に 入 っ

て も 自分で考 え ， 積極 的 に 学習 に 取 り 組む者 は 少 な く ，

大部分の学生 は 高等学校ま での路線 を継続 し て， 教 え

ら れ た こ と だ け を や る 受 身 の勉強に 終始 す る の が精 い

っ ぱ い の よ う であ り ま す。 個性や希望 を 無視 し た進路

指導 の結果， 自分の 志望 と は 違 っ た 学部や学科に 入学

し た 者が， 大学生活の 目 標 を 見失 な い 「や る 気」 を 失

いつ、あ る 者 も か な り お り ます 。 そ れ ら の 中 に は ， 目

標 を 新 た に つ か も う と 苦悩す る 者， す っ か り 割 り 切 っ

てレ ジ ャーや大学外 の 活動に 専心す る 者 も お り ます 。
彼 等 の 中 に も 優秀 な 潜在能力 を 持つ 者 が決 して 少 く な

い の であ り ます 。 そ れ ら の能 力 を 出来 る か ぎ り 引 き 出

し， 専 門知識 を習得させ， 種 々 の状況に直面して 自 分

で考 え ， 判断 し ， 行動 し つ る 能 力 を 育 成 す る こ と が大

学の 目 標 であ り ます 。 た ん に 学生 に 学 歴 を賦与す る 選

別装置 と して では な く ， 実質的 な 学 生 の 教育 を 通じて

社 会 に 寄与す る こ と が大学の社会に お け る 役割の大 き

な 部分だ と 考 えて お り ます 。 諸君 も 大 学 に 入 学し た 後 ，

目 標 を 失 っ た 学生生活 を送 ら な い た め に も ， 自分 がほ

ん と う に 勉強 し た い の は 何 な の か を よ く 考 え な く て は

な り ませ ん 。 充実し た 学生生活の結果得 た 学歴に こ そ ，

本 当 の価値 が あ る の では な い でし ょ うか 。
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近来， 大 学 の 「輪切 り 受験」に よ っ て， 学生 が均質

化し， 次 第 に 大学の個性や魅 力 が失われて 来 た と 言 わ

れて います。 地域社 会 と の密接な 連携や交流に よ っ て，

大学の活性化 を は か り ， 特 色 あ る 研究や教育活動に よ

っ て， 富 山 大学 の独自性や個性 を 打出し 他大学 に な

い魅力 を つ く り た い と 念願して います。 大学の ス テ ー

タ ス を 高 め る た め， 教職 員， 学生一丸 と な っ て頑張 り

まし ょ う。

い よ い よ 今 日 か ら 大学生活が始ま る わ け です が， 大

関 係

政 令
。住宅金融 公庫法施行令等の一部 を 改正す

る 政令(12 9 ) 4 ・ 24

（ 注 ） 住宅金融 公庫の貸付に 係 る 利率 を 引 き 下げ る

こ と と し た 。

規 則

。 人事院規則 9 1 （ 非常勤職 員 の 給与 ）

の一部 を 改正 す る 人事院規則 （ 人 事院 9
-1 - 3) 4・1

0 人 事院規則 9 -8 （ 初任給， 昇格， 昇給

等 の基準 ） の一部 を 改正す る 人事院規則

（ 人事院 9 -8 - 7) 4 ・ 1

報 第282号

学生活 は 学業 に は げむ と 共に ， 若 い 諸君 が 人生 を 見つ

め る 大切な場であ り ます 。 活発 な 課 外活動 を 通じて友

人 と 心 を 開 く 場 で あ り ます 。 諸君 の 中 に は受験勉強 に
と り つ か れて， 中 学・高校時代 に 果して お く べ き 精神

発達段階 の課題 を 残して い る 人 も 少 く な い と 思 います。

ス ポーツやサー ク ル活動に よ っ て， 体 を 鍛 え ， 心 を 聞

き ， 先輩や 同 輩 と の交流に よ っ て自己の 人格形成 に つ

と め ， 充実し た 大学生活 を 送 る こ と を 期待します 。 、

れ を も っ て私の お 祝し 、 の 言葉 と 致します。

法 ..6.. "'1l 

a:. .：ュi:::> 』、
o国 際電子郵便の取扱 い に 関 す る 省 令 第 4

条の国際電子郵便の取扱い を 行う 国 及 び

第 6条第1 項の 名 あて 国 に お け る 国 際電

子郵便物の配達方法並びに 第 6条 第l項

の郵便局 を 定め る 等 の件の一部 を 改正す

る イ牛 4 ・1 7

官庁報告

。昭和62年度国家公務 員 採 用 I種試験公告

（ 人 事院 ） 4 ・ 1 5

学 内 規 則

富山大 学事務分掌内規 の一部改正

富 山 大学事務 分掌 内 規 の一 部 を 改正 す る 内 規 を 次 の

と お り 制定す る 。

昭和62年 4月1 日

富 山 大学事務局 長 西村 清

富山大学事務分掌 内規の一部 を 改正する 内規

富 山 大学事務 分掌 内 規 （ 昭和61 年 5月28 日 制定 ） の

一 部 を 次の よ う に 改正 す る 。

第 1 1条 中 「 及び、学務係」 を 「． 教務係 及 び、学生係」

に 改め， 学務係 の項 を 次の よ うに 改め る 。

教 必 係

(1) 学生 のオリエンテ ー ションに 関 す る こ と 。

(2) 学生の賞罰に 関す る こ と 。

(3) 教育課程及 び履修に 関 す る こ と 。

(4) 授 業 時 間 の 配当に関す る こ と 。

(5) 休講及 び補 講 に 関す る こ と 。

(6) 教室の割当整備に 関 す る こ と 。
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(7) 入学 及 び卒業 に 関す る こ と 。

(8 ) 休学及 び退学等学籍に 関 す る こ と 。

(9) 学生及 び卒業生の進学 に 関 す る こ と 。

側 入学者 の 選抜 に 関す る こ と 。

ω 指導要録に 関 す る こ と 。

学

開 成績評価， 課程の修了及 び卒業の認定 に 関す る こ

と 。

(13) 出欠調査に 関 す る こ と 。

(14) 教育実習に 関 す る こ と 。

(15) 聴講生， 研究生及 び外 国 人留学生 に 関 す る こ と 。

(16) 学生 の 成績証明 に 関す る こ と 。

(1内 所掌事務 の調査及ぴ統計に 関 す る こ と 。

学 生 係

( 1 )  学生 及 び学生団体の補導 に 関 す る こ と 。

(2) 学生の課外教育並びに 課外活動に 関す る こ と 。

( 3) 学生 の 集 会 に 関 す る こ と 。

(4) 学生の掲示， 印刷物等 に 関す る こ と 。

(5)  学生の願 及 び届に 関す る こ と 。

(6) 学生 の郵便物， 遺失物等 に 関す る こ と 。

(7) 学 外実習 及 び見学旅行 に 関す る こ と 。

(8 ) 学生 の経済相談 に 関す る こ と 。

(9) 日 本育英会及 び地方 公共団体等 の奨学生 に 関 す る

こ と 。

(10) 入学料 の 免除及 び授業料の 免除・徴収猶予に 関す

る こ と 。

(11) 学生及 び卒業生 の就職 に 関す る こ と 。

(12) 学生 の諸証明 （ 成績証明 を除 く 。） に 関す る こ と 。

(13) 学生の 生活調査に 関 す る こ と 。

(14) 学生の保健 及 び衛生管理に 関 す る こ と 。

(15) 学生の健康診断 に 関 す る こ と 。

(16) 所掌事務の 調査 及 び統計に 関す る こ と 。

附 則

1 こ の 内 規 は ， 昭和62年 4 月 1 日 か ら 実施す る 。

2 富 山 大学経営短 期大学部が存続す る 問， そ の 事務

は ， 経済学部事務部が処理す る 。

砂富 山 大学事務 分掌 内 規の改正 理由

1 経営短期大学部 の事務組織の廃止に 伴い， そ の事

務 を経済学部 で行う た め ， 規定 を 整備す る 。

2 経済学部の昼夜間コー ス の開設に 伴い， 学務係 を

教務係及 び学生係 の 2 係 に 改組す る た め， 関係条文

を 改め る 。
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富 山大 学文書処理規則の一部改正

富 山 大学文書処理規則の一部 を改正す る 規則 を 次 の

と お り 制定す る 。

昭 和6 2年 4 月 1 日

富 山 大学長 大井 信一

富山大学文書処理規則 の一部を 改正する規則

富 山 大学文書処理規則 （ 昭和 24年 1 2 月 2 日 制定 ） の

一部 を 次 の よ うに 改正 す る 。

別 表 中

「富大経学 第 号

「富大経教第 号

富大経学 第 号

改め る 。

附 則

経済学部学務 係 所管の も の 」 を

経済学部教務 係 所管の も の

経済学部学生 係 所管の も の 」

こ の 規則は ， 昭和 62年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。

砂富 山 大学文書処理 規則の改正理由

経済学部の 係 の改組に 伴い， 所要事項 を 改め る 。

富山大学受託研究員規則の一部改正

富 山 大学受託研 究 員 規則の一 部 を 改正す る 規則 を 次

の と お り 制定 す る 。

昭和62年 4 月 10 日

富 山 大学長 大井 信一

富山大学受託研究員規則の一部を 改正する規則

富 山 大学受託研究 員 規則 （ 昭 和59年 2 月 17日制定 ）

の一部 を 次 の よ う に 改正す る 。

第 6条中 「受託研 究 員 の 研 究料に ついて （ 文部 省 大

学局 長 通知 ） 」 を 「受託研 究 員 の研究料 に ついて （ 文

部 省 学 術 国 際 局 長 通知 ） 」 に 改め る 。

附 則

こ の規則 は ， 昭和62年 4 月 10 日 か ら 抽行 し ， 昭和62

年 4 月 1 日 か ら 適用 す る 。

砂富 山 大学受託研 究 員 規則の改正理由

受託研 究 員 の研究料 に つ いて（大学局 長 通知， 昭 和
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58年 4月 l 日 付け 文 大技第28号 ） の廃止 に 伴い ， 所要

事項 を 改める。

富山大学私 学研修員， 専修 学校研修員及

び公立大学研修員規則 の一部改正

富 山 大学私学研修員， 専修学校研修 員 及 び公立大学

研修員 規則の一部 を 改正する規則 を 次の と お り 制定す

る 。

昭和62年 4月10日

富 山 大学長 大井 信一

富山大学私学研修員， 専修学校研修員 及び公立大

学研修員規則 の一部を 改正する規則

富 山 大学私学研修員， 専修学校研修 員 及 び公立大学

研修員 規則（昭 和59年 2 月 17 日 制定 ） の 一部 を 次 の よ

う に 改正す る 。

第 6 条 中 「私学研修員 ， 専修学校研修 員 及 び公立大

学研修 員 の研 究料等 に つ い て （文部省大学局 長 通知 ） 」

を「私学研修 員 ， 専修学校研修員 及 び公立大 学研修買

の研究料に つ い て （文 部省学術国 際局長通知 ） 」 に 改

め る 。

附 則

こ の規則 は ， 昭和6 2年 4月10 日 か ら 施行 し 昭和6 2

年 4 月 1 日 か ら 適用す る 。

砂富 山 大学私学研修 員 ， 専修学校研修員 及 び公 立大学

研修員 規則の改正理由

私学研修員 ， 専 修学校研修員 及 び公 立大学研修買 の

研究料等に つ い て （大学局長通知， 昭 和 58年 4月 1 日

付け 文大高 第 1 1 号 ） の廃止に 伴い， 所要事項 を 改め る 。

富山大学学則 の一部改正

富山大学学則の一部 を 改正 す る 学則 を 次 の と お り 制

定す る 。

昭和6 2年 4月1 7 日

富 山 大学長 大井 信一

富山大学学則 の一部を 改正する学則

富 山 大学学則（昭和59年 3 月 1 2 日 制定 ） の一部 を 次

報 第282号

の よ うに 改正 す る 。

別 表 第 4 中「6,200 円 」 を「6 , 800 円 」 に ， 「45,000
円 」を 「54,000円」に ， 「 1 5 , 000円 」 を 「 18 , 000 円 」

に 改め る 。

附 則

1 この学則は ， 昭和62年 4月17 日 か ら 施行す る 。

2 昭和6 2年 度 内 の 入学に 係 る 研究生， 聴講生 の検定

料 及 び 入学料の 額は， な お 従前 の例に よ る 。

砂富 山 大 学学則の改正理由

国 立の 学 校 に お け る 授業料等の改定に つい て （昭和

62年 2月 1 0 日 付け文高学第79号文部省高等教育局長通

知 ） に 基づ き ， 富 山 大学 に お け る 研究生， 聴講生 に 係

る 検定料 及 び 入学料 を 改定す る た め ， 所要事項 を 改め

る 。

富 山大学大 学院 学則の一部改正

富 山 大 学大学院学則 の 一 部 を 改正す る 学則 を 次の と

お り 制定 す る 。

昭和62年 4月17 日

富 山 大学長 大井 信一

富山大学大学院学則 の一部を改正する学則

富 山 大 学大 学院学則（昭和53年 4 月 1 日 制定 ） の一

部 を 次の よ う に 改正す る 。

第 1 条 中 「定め る 」 を 「定め る も の と す る 」 に 改め

る 。

第 16 条 第 1項中「他の 大学院 」 を 「他 の 大学の大学

院（外国 の大学の 大学院 を 含む。 以 下 同じ。 ） 」に 改

め る 。

第 23条 第 1項中「教育職 員 免許法及 び教育職員 免許

法施行規則l」 を「教育職 員 免許法（昭和 24年法律第 147

号 。 以下「免許法」 と いっ。 ） 及 び教育職員 免許法施

行規則（昭 和 29年文部省令 第 26 号。 以下「施行規則」

と いう。 ） 」 に 改め， 同条第 2項 中 「 教 育職 員 免許法

及 び教育職員 免許法施行規則 」 を 「免許法及ぴ施行規

則」に改め る 。

「 第 8章 入学， 休学， 転学及び、退学」 を 「 第 8章

入学， 退学， 転学， 休学， 留 学 及 び‘除籍」 に 改め る 。

第 26 条 中「書類 を 」 を 「 書類 に 検定料 を 添 え て 」に

改め る 。

- 5 一
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第 29 条 を 削 り ， 第 28条 を 第29条 と し ， 第 27条 の 次 に

次 の 1 条 を 加 え る 。

（ 入学手続及 び入 学許可）

第28 条 学長 は ， 前 条 に 定め る 選考の結果合格 し ， 所

定 の 期 日 までに 入学料及び所定 の 書類 を 添え て， 入

学手続 を 行 っ た者 （ 入学料の免除 を 申請 し て い る 者

を 含む。 ） に 入学 を 許可す る 。

第30 条 の見出 し を 「 （ 退学 及 び転学） 」 に 改め， 同

条 中 「休学， 転学及び、退学」 を「退学及び、転学 」に改

め る 。

第39条 中 「 本学学則」 を 「 本学学則 の 規定」 に 改め，
同 条 を 第 5 1 条 と し ， 第 38条 を 第 50 条 と す る 。

「第 1 3章 補 則」 を 「 第 14章 補 則」 に 改め る 。

第 37 条 を 第49条 と し ， 第36条 を 第48条 と し ， 第35条

を 第47条 と す る 。

「 第 12章 運営組織 」 を 「 第 1 3章 運営組織」 に 改

め る 。

第 34 条 を 第46 条 と す る 。

「 第 1 1章 教 員組織」 を 「 第 1 2章 教 員組織 」に 改

め る 。

第33 条 の見出し を 「 （ 表彰及 び懲戒） 」 に 改め ， 同

条 中 「懲戒 」 を「表彰及び、懲戒」に 改め， 同 条 を 第 5

条 と す る 。

「 第 10章 懲 戒 」 を 「 第 1 1章 賞罰 」 に改める。

第32 条 の見出し を 「（ 入学料， 授業料 及 び寄宿料の

免除等） 」 に 改め， 同 条 中 「 授業料又は 入 学料 の 免除

及び‘徴収猶予等 の扱 い 」 を 「 入学料， 授業料 及 び寄宿

料 の 免除 ・徴収猶予の取扱 い 」 に 改め， 同 条 を 42 条 と

し ， 同 条 の 次に 次 の 2 条 を 加 え る 。

（ 研究生， 聴講生及び特別聴講学 生 の 授業料等）

第43条 研 究生 ， 聴講生及び特別 聴講学生の 検定料，

入学料及び授業料の 額 に つ い て は ， 本学学則の規定

を 準 用 す る 。

（納付 し た授業料等）
第 44 条 納付 し た 検定料， 入学料， 授業料 及 び寄宿料

は 返付 し な い 。

第31 条 の見出 し を 「 （ 授業料等 の 額 及 び徴収方法） 」

に 改め， 同条中 「 授業料， 入学料 及び‘検定料」 を 「 検

定 料， 入学料， 授業料及び、寄宿料 」に改め， 同条 を 第

4 1 条 と す る 。

「 第 9章 授 業料， 入 学料及び、検定料」 を 「 第 10章

検定料， 入 学料， 授業料及び‘寄宿料」に改め る 。

第 8章 の 次に 次の l章 を 加 え る 。

第 9章 研究生， 聴講生， 特別 聴講学生 及 び外
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国 人留 学生

（研究生 ）

第36 条 大学院の専攻分野 に 関す る 特定の事項に つ い

て 研究す る こ と を 志願す る 者があ る と き は， 教育研

究 に 支 障 の な い場合に 限 り ， 当該研究科に お い て 選

考の上， 研 究生 と し て 入学 を 許可 す る こ と がで き る 。

（ 聴講生）

第37条 大学院 に お い て ， 特定の授業科 目 を 聴講 し ょ

う と す る 者があ る と き は ， 教育 に 支 障 の ない場合に

限 り ， 当 該研究科に お い て 選考 の 上， 聴講生 と し て

入学 を 許可す る こ と がで き る 。

（特別聴講 学生）

第38 条 他の大学の大 学院の学生で， 本学大学院の授

業科 目 を 履修 し よ う と す る 者があ る と き は ， 当該大

学院 と の協 議 に 基づ き ， 特別聴講学生 と し て 入学 を

許可す る こ と がで き る 。

（外国 人 留 学生）

第 39 条 外国 人 で， 大学院 に お い て 教育 を ’受け る 目 的

を も っ て 入 国し， 本学大学院 に 入学 を 志願 す る 者が

あ る と き は ， 選考の 上， 外国 人 留 学生 と し て 入学 を

許可す る こ と がで き る 。

2 外国 人 留 学生 は ， 定 員外 と す る 。

（研究生等 に 関す る そ の他の事項）

第40 条 研究生， 聴講生， 特別聴講学生及び外国 人 留

学 生 に 関し必要 な 事項は ， 別 に 定 め る 。

第3 0 条 の 次 に 次 の5 条 を 加 え る 。

（ 休 学）

第31 条 疾病 そ の他特別 の 理由 に よ り 3 月 以上修学す

る こ と がで き な い者 は ， 当該研究科長 を 経 て ， 学長
の 許可 を 受 け て休学 す る こ と がで き る 。 た だ し ， 疾

病 の場合に は ， 医 師 の診断 書 を 添付 し な け れ ば な ら

な い 。

2 疾病の た め修学す る こ と が適 当 で な い と 認め ら れ

る 者に つ い て は ， 当 該研究科委員 会 の議 を 経 て ， 学

長 は 休学 を 命ず る こ と がで き る 。

（ 休学期間）

第32条 引 き 続 い て 休学 で き る 期 間 は ， l 年 以内 と す

る 。 た だい特別 の 理由があ る 場合 は ， 1 年 を 限度

と して 当該期 間 の延長 を 認め る こ と がで き る 。

2 休学期 間 は ， 通 算 し て 2 年 を 超 え る こ と がで き な
し、。

3 休学期 間 は ， 第 1 0条及び第 21条に定め る 在学期間

に 算 入 し な い 。

（ 復 学）
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第33条 休学期 間 中 に その理由が消滅 し ， 復学 し よ う

と す る 者 は ， 当 該研究科長 を 経て ， 学長 の許可 を 受

け な けれ ば な ら な い 。

（留 学 ）

第34条 外 国 の 大学院等 に 留 学 を 希望す る 者 は ， 当該

研究科長 を 経 て ， 学長の許可 を 受け な け れ ば な ら な
し、。

2 留 学した 期聞は ， 第 21 条 に 定 め る 在学期 間 に 算 入

す る こ と がで き る 。

（除 籍 ）

第3 5 条 次の 各 号のーに該当す る 者 は ， 当該研究科委

員 会 の議 を 経て ， 学長が除籍す る 。

( 1) 入学料の免除 を 願L、出て 許可き れ な か っ た 者又

は 入学科の 半額 を免除 さ れ た 者 で， 納付すべ き 入

学料 を 所定 の 期 日 までに 納付しな い 者

(2) 授 業料の納付 を 定、 り ， 督促しで も な お 納付 し な

い 者

(3) 第 10 条 に 定め る 在学期 間 を 超 え た 者

( 4 )  第32 条 第 1項 及 び 第 2項に 定 め る 休学期 間 を 超

え て な お 修学 で き な い 者

(5) 長期 間 に わ た り 行 方不明 の 者

附 則

こ の 学則は ， 昭和62年 4 月 1 7 日 か ら 施行し， 昭 和62

年 4 月 1 日 か ら適用 す る 。

砂富山大学大学院学則の 改正理由

研 究生， 聴講生， 特別聴 講学 生 及 び外国 人 留 学 生関

係 の規定化並び1こ’F 'rijの繋理等 を す る た め ， 所要事項

を 改め る 。

富山大学放射性同位元素総合実験室規則

の一部改正

富山大学放射性同位元素総合実験室規則の一部 を 改

報 第282号

正す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。

昭和62年 4 月 1 7 日

富 山 大 学長 大井 信一

富山大学放射性同位元素総合実験室規則の一部を

改正する規則

富 山 大 学放射性 同 位 元素総合実験室規則 （昭和 40年

4 月 22 日 制定 ） の一部 を 次の よ う に 改正する 。

第 1 条 中「富 山 大学」 を 「富 山 大 学 （以下 「本学」

と いう。 ） 」に 改 め る 。

第 2 条 第 3項中 「 前項」 を 「 第 2項 及 び 第 3項」 に ，

「 2 年 と す る 。 た だし， 再任 を 妨 げな い 」 を 「 2 年 と

し ， 再 任 を 妨 げ な い」 に 改め， 同項 を 同 条 第 4項 と す

る 。

第 2 条 中 第 2項 を 削 り ， 第l項の 次に 次 の 2項 を 加

え る 。

2 実験 室長（以下 「 室長」 と いうo-） は ， 本 学 の 教

授又は 助 教授 のうちか ら放射性 同 位 元素委員 会の指

名 に 基づ き ， 学長が命ずる 。

3 放射線取扱主任者（以下 「取扱主任者 」 と い う。）

及 びその代理者（以下 「代理者」 と いう 。 ） は ， 第

1種放射 線取扱主任者の 資格 を 有す る 職 員 のうちか

ら ， 放射性同位元素委員 会 の 指名 に 基づ き ， 学長が

命ず る 。

第 9 条中 「委員長」 を 「議長」 に 改め る 。

附 則

1 こ の規則は ， 昭和62年 4 月 17 日 か ら 施行す る 。

2 こ の 規則の施行の 日 に お い て ， 室長， 取扱主任者

及び代理者 で あ る 者の 任 期 に つ い て は ， 改正前 の 第

2 条 第 3項の規定 に よ り ， その 者が室長， 取扱主任

者 及 び代理者 と な っ た 日 か ら 起算す る 。

砂富 山 大学放射 性 同 位 元素総合実験室規則の 改正理由

富 山 大学放射性 同 位 元素総合実験室の効率的運営 を

図 る こ と 及 び字句 を 整理す る た め ， 所要事項 を 改め る 。

＠ 退庁， 遅室の際に は ， 戸締りの徹底・電気， ガス

の消し忘れ， タバコの吸殻の後始末に十分注意し，

盗難の防止 ・火災の予防に心がけ ま し ょ う グ

＠ 電気， ガス， 水の省エネ・省資源に協力し ま し ょ

う ．グ
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諸 AQ
一品 議

昭和62年度第1回評議会（ 4 月 17 日 ）

（審議事項）

( 1 )  富 山 大学地域共同 研 究 センタ 一規則の制定 に つ

い て

(2 ) 富 山 大学地域共 同研究センター 長及び教 員 選考

規則の制定 に つ い て

(3)  富 山 大学学則の一部改正 に つ い て

(4) 富 山 大学大学院学則の一部改正 に つ い て

(5) 富 山 大学放射性同位元素総合実験室規則の一部

改正 に つ い て

(6)  富 山 大学名誉教授称号授与 に つ い て

昭和62年度第1回授業料等減免選考委 員会 （ 4 月 20 日 ）

（議 題）

( 1 )  昭和62年 度学部 入学生 の 入学料免除 申請者 の 選

考 に ついて

(2 )  昭和6 2年 度大学院 ・ 専攻科入学生の 入学料免除

者 の選考 に つ い て

昭和62年度第1回入学試験管理委員 会・第1回入学 者

選抜方法研究委員会合同委員会（ 4月21日）

（審議事項）

( 1 )  昭 和6 2年 度 国 立大 学 「受験機会複数化」の実施

結果 に つ い て

( 2) 昭和6 3年 度 富 山 大 学 入学者選抜試験の実施 に 伴

う基本方針に つ い て

昭和62年度第1回学園ニュース編集委員 会（ 4 月 23 日 ）

（協議事項）

( 1 ) 昭和6 2年度学 園ニュ ー スの 発行計画に つ い て

( 2) 第56 号学園ニュ ー スの 発 行 に つ い て

昭和62年度第1回事務協議会（ 4 月 24 日 ）

（議 題）

当 面 の諸問題に つ い て

昭和62年度第1回低温漉化室運営委員 会（ 4 月 24 日 ）

（議 題）

昭和6 2年 度運営費等 に つ い て

昭和62年度第1回相互乗り入れ等検討小委員会（ 4 月
27 日 ）

（審議事項）

教養部 と 学部の相 互 乗 り 入 れ に つ い て

昭和62年度第1回富山大学放射性同位元素総合実験室

運営委 員 会（ 4 月 28日）

（議 題）

(1) 昭和6 2年 度総合実験室使用許可申請に つ い て

( 2) 昭和6 1年度運営費決算j立 び昭和62年 度運営費予

算 に つ い て

発明委員 会（ 4 月 30 日 ）

（議 題）

( 1) 委員長 の選出 に つ い て

(2) 職 務 発 明 の承継に つ い て

品比一子 事

昭和62年度 富山大 学（ 学部， 専攻科， 大 学院研究科） 入学式 の挙行

昭和62年度富 山 大学 （ 学 部， 専 攻科， 大学院研 究 科 ）
入 学式は， 4 月 1 0 日 （鉛午前 10時30分か ら 富 山 市 公 会堂

において挙行さ れました 。

式典は， 新入生 1,495 名 の入学許可宣言に はじま り ，

- 8 -
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学長告辞， 部 局 長紹介の あ と， 本学合唱団の合唱及 び

フ ィ ル ノ、ー モ ニ ー 管弦楽団に よ る 演 奏がア ト ラ ク シ ョ

外国政府等からの留 学生等 の募集のお知らせ

毎年， 外 国 の 政府 ・ 研究機関 ・ 団体等か ら 留 学生 ・ 研 究員等の 募集が数 多 く 行 わ れ本学に も 多 く の 通知が入 っ て

いますが， 参考までに昭和61 年度に通知 の あ っ た も の を まとめて みまし た 。

な お， こ れらの募集通知 に つ い ては， 毎年一定 し て い る も の でな し そ の 年度に よ っ て若干の変更 あ る い は募集

し な い も の も あ り ， また こ の外に も 各種財団 等 か ら 募集ヵ、 あ る 場合 も あ り ます の で， こ の点お含みお き の上参考に

し て下さ し、。

募集要項等 の詳細は， 各部局の庶務係にお問い合わ せ下さ し、。

｜刻係lrl r. 科、 I �｝集人i� 切’ J文 分 'l'f’
応 募 資 格
共通事項
・ 日本国籍を有する者
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－心身共に健全な者
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者
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育（セ財協ン）会日タ留ー本国学際情教報
駐大使日館イスラエル

( 12 fl ) 

育（セ財協ン）会日タ旬本ー学同情際教報
総イタリア文化会

( 2 )J) 

（育財協）会H制本学＇＂＇際情教報センター
則在日 llインド大自白

( 
1 

JJ ) 
·�セ財f協 ン）会タ日tー本ti＂｛：国・情際報 教
見アJ 大l1使オーストリ

館( 1 月 ）
カナタ大（使6館)] ) 

育（財協）会日留本学国情際報教
日スイス大館恥館

センタ
(10月）

育セ（財協ン）会タ日留本学国際情教報

射ン大日使スウェーテ館(12fl) 
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財団等による研究助成関係の募集 のお知らせ

昭和61年 度 に 各種財団等から本学 に 通知 の あ り ま し た 研究助 成 等 の 募集は次のとお り です。

な お， こ れらの募集通知は毎年一定 し て い る も の では なし そ の年 に よ っ て若干の変更あ る いは募 集 し な い も の ，

ま た この他に も 関係部局へ直接送付 さ れ る も の も あ り ます の で， こ の 点 に ついてお含み お き の 上 参 考 に し て く だ さ
し、。

募集要項等 の詳細 は ， 各部局の庶務 （ 総務 ） 係へ閉し 、合せ願います。
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理学部 教 授 小泉 千 足
び発生学的観点 よ り

6 , 000 

Fhd
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人 事 異 動

異動区分 発令年 月 日 氏 名 異動 前 の 所属官職 異 動 内 谷 任 命権者

採 用 62 . 4 .  2 赤 羽 賢 司 教授 （ 理学 部 ） 文 部 大 臣

62 4 6 冨 樫 昇 技 術補 佐 員 （ 経理部主計課） 富 山 大学長

II 平 回 リ貝又 治 技術補佐 員 （ 経理部主計課） II 

II 北 野 哲 技術補佐 員 （ 経理部主 計課 ） II 

II 山 回 麻 里 事務補 佐 員 （ 附 属 図 書館 ） II 

62 4 .  10 本 回 善 彦 事務補 佐 買 （ 附 属 図 書 館 ） II 

II 藤 木 嫡三郎 事務補 佐 員 （ 附属 図 書 館 ） II 

62 . 4 .  16 小笠原 秋 子 事務補佐 員 （ 人文学部 ・ 理学部 ） II 

II 藤 回 敏 事務補 佐 員 （ 教養部 ） II 

62 4 .  20 高 域 政 信 技能補佐 員 （ 施 設課機械操作手 ） II 

62 . 5 .  1 山 崎 登志成 講師 （ 工学 部 ） II 

II 河 西 敏 治 臨 時用 務 員 （ 教養部作業 員 ） II 

転 任 II 岡 田 勢 一 文部技官 （ 施 設 課 ） 文部技官 （ 鳴 門 教育大学施設 課 ） 鳴門教育大学長

臨 時的任用 62 . 4 .  1 3  石 倉 充 紀 教 諭 （ 教育学部附属養護 学校 ） 富 山 大学長
併ー t壬 62 4 2 作 道 柴 一 教授 （ 工学部 ） 評議 員 の 併任 を 解除す る 文 部 大 臣

62 II 作 道 栄 一 教授 （ 工学部 ） 工学部長 ・ 評議員 （ 62 4 2 ～ 
II 64 . 4. 1 

II 〆� 々 静 夫 教授 （ 工学部 ） 評議 員 （ 62 2 ～ 62 .  5 .  31 II 

62 . 4 .  25 大 谷 重 彦 教授 （ 教養部 ） 評 議 員 （ 62 4 .  25 ～ 64 4 .  24 ) II 

II 小 林 浩 一 教授 （ 教養部 ） 評 議 員 （ 62 4 .  25～ 64 3 .  31 ) II 

学 内 諸 報

名誉教授の称号授与

名 誉教授

石 原 ミ キ
東京女子師範学校卒業

同 年 10 月 任文部教官富 山青年師範学校勤務， 同 25年 1

月 兼 富 山 大 学 講師 （ 教 育学部 ） ， 同 26 年 3 月 同 講 師 ，

同42年 5 月 間 助 教授， 同 52年 7 月 同 教授 と な り ， 40年
の 永 き に わ た り 終始熱心 に 学生 の教育 ・ 指導 に 専 念 さ

れ， 教 育 者 等 多数の 人材育 成 に 貢献 さ れ ま し た 。

こ の 間 ， 教育学部家庭科の教官 と し て 学部 及 び教科

の 充実 ・ 発 展 に 尽 力 さ れ ま し た 。

一 方 ， 研 究 面 では被服 の 縫 製 部 門 ， 特に 「 縫 い 自 の

強度 に 関 す る 研究」 を 行 い， 布， 縫 い 糸 ， 縫 い 目 型 式

等 の 諸 条 件 と 針 自 の 大 き さ と の 関連性に つ い て 解 明 し ，

昭 和62年 3 月 31 日 限 り 停年 に よ り 退職 き れ た 次の 方
々 に 対 し ， 昭和 62年 4 月 17 日 付け で富 山 大学名 誉教授
の 称号が授 与 さ れ ま し た 。

昭 和 22年 4 月 富 山青年師節学校授業嘱託 （ 常 勤 ） ，

po
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「 縫 製 」 に 関 す る 研究論文 を 多 数 発表 さ れ ま し た 。

こ れ ら の 発 表 に よ っ て ， 既 製 服 の 縫 製 が急速 に 進 み ，

ま た ， 既製服衣料サ イ ズ設定 の た め の 「 日 本 人 の体格

調査北陸地区調査班身体計ifllj責 任者」 と し て 調 査 に 参

画 さ れ， こ の 結果既製衣料寸 法の標準 化が図 ら れ， 衣

料サ イ ズ の J I S 化が笑現 し 今 日 の既製 服 の 急 速 な 発

展がみ ら れ る 等， そ の 成 果 は 高 〈 評価 さ れ ま し た 。

名 誉教授

児 島 毅
東京帝国大学理学部物理科

卒業 理学博士

昭和21年 8 月 文部教官富 山 高 等学校勤務， 同 24年 6

月 兼高 山 大学文理学部助 教授， 同 25年 3 月 富 山 大学文

理学部助 教授， ｜司 39年 3 月 同 教授， 同52年 5 月 文理学

部改組 に よ り ， 理学部教授 と な り ， 37年 有 余 の 永 き に

わ た り ， 物理学 を 却一 当 ， 常に 厳正 な 教育姿勢の な か に

も 終始 懇 篤 な 温情 を も っ て ， 学生 の教育 ・ 指導 に 当 り ，

多数 の 優秀 な る 教育 者 ・ 技術者 ・ 研究 者 を 育 成 さ れ ま

し た 。

こ の 間 ， 昭和42年電 波 物理学講座 ， i百］53年 に レ ー ザ

一物理学講座 の 創 設 に ， ま た ， 高 山 大学計算セ ン タ ー

の 設置 に 尽 力 さ れ ． 同 40年 間 セ ン タ ー の 発 足 と 同 時に
10年 間 に 亘 リ ， 運営委 員 と し て セ ン タ ー の 整備拡充 ・

運営に 大 き く 寄与 さ れ ま し た 。

- Ji， 研究而 で は ， 戦 後 L 、 ち 早 〈 世 界 的 に も 数 の 少

な い マ イ ク ロ 波分光計 を 製 作 し ， 以来一 貫 し て マ イ ク

ロ 波 分光の研究 を 行 し ＼ メ チ ル メ ル カ ブ タ ン 分子， フ

ェ ノ ー ル 分子， メ チ ル ア ミ ン 分子 ， ヒ ド ラ ジ ン 分子 等

に つ い て の マ イ ク ロ 波分光に よ る 優 れ た 研究 は ， 高 い

評価 を 受 け た 。 ま た ， 近年 ア セ ト ア ミ ド 分子の研究 も

行い， こ の分子が き わ め て 低 い内 部 回 転 の 障 壁 を 持 つ

こ と を 明 ら か に し た 。

ま た ， 日 本物理学 会北陸支部長 を 勤 め ， 日 本 物理学

会 1 984年 秋 の分科会が本学で開催 さ れ ， そ の実行委員

長 と し て 重責 を 遂行 さ れ る な ど ， 学術の振興及 び地域

の 発 展 に 貢献 さ れ ま し た 。

名 誉教授

小 林 貞 作

名 古屋 帯 国大学理学部生物

学科 理学博士
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昭 和 28年 4 月 富 山 大学文理学部助 教授， 同40年 4 月

同教授， 同 5 2年 5 月 文理学部改組に よ り ， 理学部教授

と な り ， 32年 の 永 き に わ た り ， 生 物学 を 担 当 ， 常 に 厳

正 な 教育姿勢の な か に も 終始 懇 篤 な 温情 を も っ て ， 学

生 の教育 ・ 指導 に 当 り ， 多数の優秀 な る 教育者 ・ 技 術

者 ・ 研 究 者 を 育 成 さ れ ま し た 。

こ の 間 ， 昭和44年 6 月 か ら 同 46年 5 月 ， 同 52年 5 月

か ら 同 54年 5 月 ま で富 山 大学評議 員 ， 同47年 2 月 か ら

同 49年 2 月 ま で富 山 大学附属 図書館 長 を 務め る な ど ，

大学の管理 ・ 運営 に 参画 し ， 本学， 理学部並び に 附属

図 書館 の 発展 に 大 き く 貢 献 き れ ま し た 。

一 方 ， 研究面 で は ， 一貫 し て 油 脂 資源植物であ る ゴ

マ を 対 象 と し た 研究 を 行 い， 細 胞 遺伝学的， 放射線生

物学 的基礎研究に よ っ て ， そ の 遺伝特性 を 明 ら か に す

る と と も に 多数 の 有 用 系統 を 作 出 し ， こ れ を 受 け て 外

国 の 裁培 ゴマ の 改 良 に 尽 力 し ， そ の 成果 は 国 際連 合 食

糧農業機関 （ F A 0 ） を 始め 中 国 ， 東 南 ア ジ ア ， ア フ

リ カ ， 南 米諸国 を 中 心 に 世 界23か 国 と 国 際協 力 研 究 を

す す め ， 世 界 的 に も 「小林 ゴマ 」 と し て 高 い 評価 を 受

け て い ま す 。

ま た ， 学 内 に お い て は ， 放射性 同 位元素総合実験室

の 設 置 ・ 運営 に 寄 与 し 学 外 に お い て は ， 日 本遺伝学

会， 日 本植物学会 及 び 日 本染色体学 会 の 各 評 議 員 ， 富

山 県 生物学 会 長 な ど と し て ， 学術の振興及 び地域 の 発

展 に 寄与 さ れ ま し た 。

名誉教授

中 川 正 之

京都帝国大学理学部物理学

科卒業 理学博士

昭 和 24年 1 1 月 文部教官富 山 大学富 山 高等学校講師，

同 25年 3 月 富 山 大学文理学部助教授， 同 41 年 4 月 同 教

授 と な り ， 同 52年 5 月 文理学部改組に よ り ， 理学部教

授 と な り ， 37年有余の 永 き に わ た り ， 物理学 ・ 雪氷学

等 を 担 当 ， 常 に 厳正 な 教育姿勢 の な か に も 終始 懇 篤 な

温情 を も っ て ， 学生 の 教 育 ・ 指導 に 当 り ， 多 数 の 優秀

な る 教育 者， 技術者， 研 究者 を 育 成 さ れ ま し た 。

こ の 間， 同48年 6 月 か ら 同 58年 4 月 ま での 5 期 10年

間 富 山 大学評議 員司 同 58年 4 月 か ら 同62年 3 月 ま での

2 期 4 年 間 富 山 大学理学部長併せ て 富 山 大学 ト リ チ ウ

ム 科学セ ン タ ー 長 を 務 め る な ど ， 本学の管理 ・ 運 営 に

参画 し ， 理学部並 びに ト リ チ ウ ム 科学セ ン タ ー の 発展

に 大 き く 寄与 さ れ ま し た 。

円i司・A
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一方， 同 人 の研究業 績 と し て は ， X 線 回折法お よ び

電子顕微鏡 に よ る 金属 ・ 合金等の 結 晶 の 成 長 と 析 出 ，

積 雪 の 物理的性質， 融雪機構， 雪崩 等 に 関 す る 研 究 を

続け ， 特に 富 山 県 黒 部峡 谷 での雪崩 研究プ ロ ジ ェ ク ト

に よ る 成果 は ， 初 め て 自 然発 生 の 大規模雪崩 の実態 を

明 ら か に し た も の と し て 高 く 評価 さ れ て い ま す 。

ま た ， 学 外に お い て は ， 日 本雪氷学会理事， 電子顕

微鏡学会評議 員 ， 日 本学術会議地球物理学研 究連絡委

員 会雪氷小委 員 会委 員 ， 科学技術庁科学技術調整費雪

崩 分科会主査， 建設省 な だ れ 防 災 対策 調査委 員 会委 員 ，

富 山 県総合雪対策研 究会議技術開 発部会長 な ど 学術の

振興及 び地械の 発 展 に 貢献 さ れ ま し た 。

名 誉教授

塚 島 寛
名 古 屋帝国大学 工学部応用

化学科卒業 理学 博士

昭和 26年 5 月 富 山 大学講師 （ 工学部 ） ， 同 28年 2 月

間 助 教授， 同 39年 4 月 同 教授 と な り ， 35年有余 の 永 き

に わ た り ， 終始熱心 に 学生 の 教育 ・ 指導 に 専 念 さ れ ，

工業技術者， 教育研究者等 多 数 の 人 材育成 に 貢 献 さ れ

ま し た 。

こ の 間 ， 昭 和 田年 5 月 か ら 2 年 間富 山 大学評議員 と

し て 本学 の 発 展 に 大 き く 寄与 さ れ ま し た 。

一方， 研 究 面 で は ， 石 炭 の 成 因 ， 構造， 溶解（ 液 化 ）

等 に 関す る 基礎的， 応 用 研究 に 専 念 し ， 富 山 県魚津海

岸 で発 見 さ れ た 埋没 林の 石 炭化度合 を 明 ら か に し た こ

と や H - N M R 分析等に よ っ て 人 造石 炭 の構造解析 を

行 い ， 天 然 の 石 炭の生 成行程の解明 に 資 し た 。 更 に 石

炭 を 常 温， 常圧下 でベ ン セ。 ン に 溶解 す る こ と に つ い て

Sternberg の 方 法 に 改良 を 加 え ， こ れ を 工業 的利 用 の

可能性 を 見 い 出 す こ と に 努 力 し た 。 そ の 後 も ， 文部省

科学研 究 費 補 助 金 （ エ ネ ル ギー特別研究 ・ 9 年 間 ， 総

計 2 , 030万 円 ） を 受 け て 多 く の 業績 を 挙 げ， こ れ ら の

成 果 は ， 学 会論文， 国 際学 会 での 発表論文， 文部省エ

ネ ル ギー特別 研究成果報告書， 石 炭科学会議論文集 の

総計45編 等 に 公表 さ れ て い る 。 な お ， 昭和61年に は 燃

料協会賞 （ 学術部門 ） を 受賞 し て い る 。

ま た ， 日 本化学会常議 員 ， 同 近畿支部代議員 及 び燃

料協 会評議員 を 歴任 し 学 界 の 発 展 に も 寄与 さ れ ま し

た 。
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名誉教授

井 村 定 久

北海道帝 国大学工学部機械

工学科卒業 工学博士

昭和30年 6 月 富 山 大学講師 （ 工学部） ， 同 31年 6 月

同助 教授、 同 38年 6 月 同 教授 と な り . 31年有余 の 永 き

に わ た り ， 終始熱心に 学 生 の 教 育 ・ 指導 に 専 念 さ れ，

工業技術者， 教育研究者等 多 数 の 人材育 成 に 貢献 さ れ

ま し た 。
こ の 間 ， 昭 和 40年代前 半 に 吹 き 荒れ た 大学紛争 の際

に ， 学生対策 委 員 を 務 め ， 秩序 回 復 に 尽 力 し ， 今 日 の

本学の 発 展 に 寄 与 さ れ ま し た 。

一方， 研 究 面 では， 浸透 を 伴 う 熱伝導， 熱ふ く 射 ，

粉体の 熱伝導， 非定常熱線法 に 関 す る 研 究， 更 に 複合

材料の物性 に 関す る 研究 を 行 い ， こ れ ら の 成果 は ， 学

会誌掲載論文20数編 に 公表 き れ て い る 。

ま た ， 日 本機械学 会 評議 員 ， 同 北陸信 越 支 部長 ， 日
本伝熱研究会編集 委 員 長 ， 日 本 熱物性研 究 会幹事 を 歴

任 し ， 学 界 の 発 展 に も 寄 与 さ れ ま し た 。

名誉教授

若 林 嘉一郎

京都帝国大学 工学部機械工

学科卒業 工学博士

昭 和 26年 4 月 福井大学講 師 に 就 任 以 来， 同33年 10月

静岡 大学助 教授， JtJ 38年 3 月 同 教授， 同 年 4 月 富 山 大

学教授 （工学部 ） と な り ， 36年 の 永 き に わ た り ， 終始

熱心に 学生 の 教育 ・ 指導 に 専 念 き れ， 工業技術者， 教

育研究者等 多数の 人材育成に 貢献 さ れ ま し た 。

こ の 間 ， 昭和57年 2 月 か ら 2 年 間 富 山 大学附 属 図 書

館長 及 び評議員 と し て 本学 の 発 展 に 大 き く 寄与 さ れ ま

し た 。

一方， 研究面 で は ， 高 温伝 熱媒体 で あ る ド ー サ ム A

の 熱 力 学的性質 を 追 及 し ， そ の 蒸 気 表 を 作成 し た 。 そ

の 後， 安全工学関係の研究 も 行 い ， ま た 他教官 と 共 同 で

「物質移動係数に 対 す る 乱ifit促進体の影響」 「偏心二
重 管 内 の 熱伝達」 「 米 の 乾燥割 れ機構」 「 ニ ッ ケ ル 鉱

の湿式処理」 を 行 っ て い る 。 こ れ ら の 成果 は ， 学会論

文42編 等 に 公表 き れ て い る 。 ほ か に 安全工学 の業績に

よ り ， 昭 和 51 年 に は ， 富 山 新聞社賞 （ 学V!lr部 門 ） ， 同

60年 に は ， 労働大臣功 綴賞， 同 61年 に は 安全協 会玉置

口む唱EA
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賞 を そ れ ぞ れ受賞 し て い る 。

ま た ， 化学工業協 会評議員 ， 安全工学協 会理事， 富

山 県 高 圧 力、 ス 保安管理研究会， 富 山 県 産 業廃棄物対策

委員 会の 各会長等 を 歴 任， 昭和51年 か ら l 年余 1） ， 文

報

部省学術審議会専 門委員 （ 科学研究 費分科会 ） を 務め

て 大学教官 の研究助 成事務 の補 佐 を 行 っ て 学 界 の 発 展

に も 寄与 さ れ ま し た 。

学昭 和62年 5 月 1 日 発行

教育学部附属学校共用 棟新営工事

木下電気株式会社 （ 電気 ）

日 本 開 発興業株 式 会社 （ 設備 ）

建物面積 4 階建l , 217m' 

本学教育学部附属学校共用 陳新営工事は ， H1：年 6 月

着工 さ れ 3 月 に 竣工 し ま し た 。
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シ リ ー ズ 「富 山 大学， あの 日 あ の頃」 ( 1 2 ) 

老生の追憶 そ の 1

1 . お こ と わ り の 前 言

与 え ら れ た 標 題 は 私の選ん だ も の では な い 。

し か し ， こ の シ リ ー ズの テ ー マ は ， 極め て 適切 な 好

い 附 恕 で あ る 。 私 の こ の た ひ、の寄稿は そ の 逆， 「 こ の

日 ， こ の 時 」 と な る か も 知 れ な し 、 。 し か し 「 あ の 」 に

し て も ， 「 こ の 」 に し て も 臼 と 時 の語は 同 じ 「 時」 の

一語は し 、 さ さ か 大 胆す ぎ る が， 「無」 と か 「 実存」 と

か あ る い は ， 「 ti\ 会 L 、 」 と か な ど， 数 々 の 哲 学 用 語 と

関連 し て 深 い 一 つ の 本 質 を 示 し て い る と 思 う 。

幾 た びか， 名 誉教授 の 会 の 幹事か ら ， 寄稿 を すす め

ら れ て き た が， 多年 そ れ では と い う 気 に な れ な か っ た 。

こ の意 識 が急転換 し た 契 機は ， 先 月 公 会堂 での卒業式

か ら 受 け た 深 い 感動 ， も う 一つ は こ の存 ， 大学 キ ャ ン
パ ス の 美 し き 景 観 の 魅 力 。 正 門 よ り 続 く 伴纏木の並

木 ， 老 松 の 域 に 達 し た 樹 々 の亨IJ， 絢 欄 蔦 呆 の桜花。

日 々 jfiJ ぐ わ が友 た ち の 戸 な き II干 び か け と ， 心 に 言斥 え る

尽 き せ ぬ 魅 力 。 こ れ ら がー っ と な っ て 積極的 に 執筆 を

促 し た 。 在 翁 わ れ の 白 山 大学： を 愛 し 慕 う 念 の い か に 深

L 、 か は ， 語 り l示せ な い 。 r. も 無 き 者の鵡 は ， 先 ず 自 己

年i� 介 す べ き だ が， し か し こ れ は 後 日 に 委 ね， 今 は た だ

こ のー 請 を 。

ト ル コ 中tJ fか， ロ シ ヤ 中\ Iか， そ の 名 は 知 ら な い が，

こ れ を It£ り ， し ば し はイ宇 み 各学音｜；の 校 ？？ を 仰 ぎ な が ら

杖 を ひ く 。 学生諸君 は ， 時に こ の 主 翁 の 姿 を 垣間 み る

こ と が あ る で あ ろ う 。 い ま ， こ こ に た わ 言 を 書 き つ ず

け る 筆者 は そ の 人物 で あ る 。 強者 ど も の夢 の跡の ， こ
の キ ャ ン パ ス 。 雄 た ち が産卵 と 子育 て を し て い た 頃 か

ら の ， 生 き 証 人 の一 人 であ る 。 老 い て は 後 輩 と 教 え 子

に 学ぶ。 も は や あ の 日 あ の 頃 は 後廻 し に し て ， 印 象新

鮮の う ち に ， こ の 日 こ の 時 に 移 ら ね ばな ら な い 。 小生，

学 内 の 散策 を 愛 し ， 遁進学派の伝統 を 継 ぐ 者。 大学正

門 よ り 図 書館への こ の 道， 「哲学の道」 を 敢え て 遠 く

に 求め る 必要は な い 。 富 山 大学は も は や 「学林」 の名

に ふ さ わ し き 品位 を 備 え て い る 。 か の 公孫樹 （ I, 、 ち ょ

う ） 並 木 に 劣 る と こ ろ が な い 。

2 . 卒業式 の 印 象

定年退官以 来 ま さ に 20年， 招待 に 応 じ て ， こ の た び
は い か に し て も と て 列 席 し 若返 っ た 。 こ の 筆は 流れ る

富 山 大学名 誉教授 の 会 溝 上 茂 夫
想 い の ま ま 。

挙 式 に 先 立 ち ， 人 文学部 2 年生が指揮棒 を 振 る。 学

生諸 君 の 大 がか り な シ ン フ ォ ニ ー オ ー ケ ス ト ラ ， ま こ

と 上 出 来 に し て 盛名 の大家た ち の 演 奏 会 に 優 る 満 足

戚
そ の 後， 学長 の う し ろ に 続 い て 来 賓 の 定 席 に 坐 す 。

う し ろ の 席 か ら 見渡す と ． さ し も の 公会堂階下階上は

満席， 水 を 打 っ た よ う な 静け さ 。 司 会事務 官 に よ る 開
式宣 言 。 直 ち に学部長侍立の も と に ， 学部別 の卒業証

書の投与。 全学部学生 以 外 に 大学院， 専攻科， 短期大

学部 を 加 え て 証書受領者， 実 に l , 270 名 と 聞 く 。 壇上

に 登 っ て ， 学 長 の 前 に 立つ 各代表学生諸君の礼儀正 し

い 態 度 も ， 理想、 に ふ さ わ し く 極めて好印象。 代表のあ る

若者 は く る っ と 向 き を 返へ し て 重 い 証書 を 高 く さ し 上

げて 学卒者 た ち に 示 す 。 そ の都度 そ の学卒者全員 か ら

喜 び の拍手。 学部 に よ っ て は ， 授 与 さ れ た 証書を 高 〈

拍 げ て 躍 る も あ り ， 学部に よ っ て は 期 待に 反 し て ， 小

学 校 卒 業 児 童 の よ う に 沈 黙 の ま ま に 降壇。 そ れが却

っ て 愛矯 と な っ て 大拍 手 。 授与が終 る と 卒業 生 席 か ら

「 あ り が と う 」 の 声 が あ が る 。 雰 囲 気平 和 に し て 明 る

し ユ ー モ ア も 溢れ， 筆者 は 深 い 感動 と と も に 好感 を

t色 き ，e,、 も 明 る く な っ た 。

頂 点 は 大井信一学長の告辞 。 音 声 力 あ り ， 肺蹄 よ り

出 で， 想、い深 く ， 視野広 〈 ， 時 局 が ら 卒業生 た ち の 厳 し

い 前途 に 思 い を 寄せ， 彼 ら に 希望 を 喚 び さ ま す時代の

展望 と ， 激励 の辞 な ど な ど 。 卒業学生一千余名 も 感銘
共感， 領 き よ く 理解 し て 聴 い て い た 。 学長告辞は 誰が

聴 い て も 秀れ た も の で あ っ た 。 こ の よ う な 告辞 を い た

だ き ， 励 ま さ れ て 巣 立つ 学卒者 た ち は 幸 い な る か な 。

長 々 と 続 く 来 賓 た ち の 政談演説 ま が い の祝辞 も な く ，

卒業生代 表 の 答辞 も な く ， 簡 潔 明 瞭短 時間 に し て 終 了

し た こ と は 好か っ た 。 今昔相違 の 感 深 し 。 こ れ ら は 過

褒 に 非 ず。

式 後控室 に 引 き 上 げ大井学 長 ， 各学部長， 西 村清事

務 局 長 ， 6 名 の 名 誉教授 た ち と ， 短 時 間 で簡素 な 親睦

会 に 出 席 し た 。 小生に と っ て は ， こ の 懇談会 は 楽 し か

っ た 。 日 頃 は 怠慢 者 の筆頭であ っ た 者が， か く 申 す に

は い さ さ か偉 り を 感ず る け れ ど も ， は じ め て 出 席 さ れ

2 1  
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た名誉教授各位にしても， これほど大切にされ， 愛情

をもって接遇されれば， 今後能う限り列席なされば，

一層喜びも増されるであろうから， 是非ともとお勧め

したい。 懇談会の最後に司会者の， 黒坂富治名誉教授

から， 突然乾杯の音頭を指名され， 小生富山大学の弥

栄を万歳にこめて三品し， 閉会となった。

3富山大学の発展

かく申す筆者， 今世紀初頭の寅年生れ， 前学長柳田

友道名誉教授も寅年， ひとまわりの相違である。 小生

の親友たちに， また病気療養中敬愛する友にも， すば

らしかったこの卒業式の模様の一端を報告した次第で

ある。

きて我等の富山大学は， 文理学部がわかれて人文 と

理学部となり， 歴史輝く薬学部との別れは惜別の情に

堪えなかったが， 自らの願いが叶って新鋭の医科薬科

大学となり， 一層発展の途上にあることを祝福せねば

ならない。 十年二十年の間， いろいろの困難にもよく

忍ぴ， よく耐えて時を待ち， 工学部の移転も成就し，

キャンパスも大拡張された。 小生執筆に際し， 念のた

め， はじめて杖をひいて工学部の外郭を一巡した。 工

学部移転は遅かったが， 規模は極めて拡大， 最新の美

しい建築の各教棟と， 最新鋭を誇る各専門の設備内容。

禍いを転じて福とした偉容であった。 学生たちも極め

て親切明朗にして礼節豊か。 老生を見つけるとわざわ

ざ引きかえして， 学部玄関まで案内してくれた。 感ず

べき学生もあった。

報 第282号

富山大学は·t:生らの時代と比して， 11学部と教養部

は， 何れも教授陣容の充実， 国際化の進展， ことに中

堅層若年層の研究業績の見るべき成果等々， 隔世の！忠

が 大へん嬉しかった。

4.飴滴

この初稿無計画に， 言辞選ばず一気に主主を走らす。

執筆に際し， 土井盛治教育学部事務長と事務官の、 老

生に対する好意に感謝。 語り遣すべき秘話は限りなし。

老生はすでに悪しき記憶の忘却の川と， 菩き記憶のみ

の想起の流れ（ダンテの神曲）を共に渡り了えたる身。

今後は以前の態度を一変し， いつにでも即刻執筆した

い。 老生の富山大学とその全員に寄せる， 遺言にもな

ることと思う。 「あの日， あの頃」はよい企画であっ

た。

欄筆にあたり， 一年間の庭作業一応整い， これより

85歳にして書斎に復帰、 読書執筆の希望あり。

小生よりーまわり後の寅年， 東大ボートマンであっ

た前学長柳田友道先生も， 富山に永〈居住される。 我

が願し、叶い共々に喜び嬉し。 仰ぐ立山と， 附して見る

神通の清流， 美しき富山。 愛する富山大学の近くで，

終罵を遂ぐる定め。 ここに紙面尽く。 多少の不遜の失

言は寛怒を乞う。 （キャンパス桜花満聞の頃）

．筆者：昭和24年3月 富山大学に着任

昭和43年4月 停年退職

昭和46年5月 富山大学名誉教授の称号授与

職 員 消 息

〈新任者住所〉

本 部

庶 務 課

庶務主任 松井 博文

人 事 課

給与主任 川原 卯吉
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経 理 課

実務研修生 木下 、w.
11 

文部事務官 池田真紀美

施 設 課

文部技官 津島 康二
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学 生 部

学生部次長 小 山 田 浩彦

文部教官 村上 宣寛

事務 局 付 黒 田 正 男

文部教官 堀 登

奨学係長 大場 克晃 経済学部

教 授 山 崎 清

人 文学部・ 理学部

事務補 佐 員 小笠原秋子 理 学 部

教 授 松 浦 郁也

臨 時 用 務 員 回 中 常達

工 学 部

文部事務官 加 賀 見 実

臨 時 用 務 員 高桑 弘基

工 学 部

講 師 山 崎登志成

教 養 部

助 教 授 竹 内 章

附属図書館

文部事務官 小原 俊一

教 養 部

臨時用務 員 河西 敏 if;
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事務補佐 員 二 口 真也

学 報

〈改 性〉

教育学部

文部事務官 堀 登

（ 旧姓 大 杉 ）

第282 号

主 要 行 事

じ本
部

4 月 3 日 国 立大学協 会 第 6 常置 委 員 会

（ 於 ： 国 立大学協 会 ）

3 ～ 4 日 理学部物理学科定員 一 部留 保 第 2 次募集 入

学手続

7 日 東海 ・ 北陸地 区 国 立大学長会議 （ 臨 時 ）

（ 於 ： 名 古屋大学 ）

10 日 昭和62年度富 山 大学 （ 学部， 専攻科， 大学

院研究科 ） 入学式 （ 於 ： 富 山 市 公会堂 ）

教養部， 学生部， 保健管理 セ ン タ ー ， 附属

図 書館 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

1 1 日 生協 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

1 3 日 学部 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

新 入生健康診断 （ 於 ： 保健管理セ ン タ ー，

学生会館 ， 工学部 ）

14 日 庶務係長 会議

学生 団 体 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

1 5 臼 一般設備 及 び営繕関係要求説明

（ 於 ： 文部 省 ）

｜坊 火 設備 整備費要求説明 （ 於 ： 文部 省 ）

1 7 日 第 1 回評議会

20 日 第 1 回 補 導協議会

第 l 回授業料減免委 員 会

21 日 第 l 回 入学試験管理委 員 会 及 び 第 1 回 入学

者選 抜方法研究委 員 会 の 合 同 委 員 会

2 1 ～ 22 日 第7 1 回 東海 ・ 北陸地 区 国 立学校 等会計部課

長 会議 （ 於 ： 三重大学）

22 日 定期健康診断 （ 工学部 ）

23 日 第 l 回 学 園 ニ ュ ー ス 編集委員 会

24 日 部課長 会議

第 1 団事務協議 会

第 4 5 回 東 海 ・ 北陸地 区 国 立大学等施設部課

長 会議 （ 於 ： 浜松医科大学）

25 日 北陸地 区 国 立大学体育連盟運営協議会

（ 於 ： 富 山 大学）

28 日 名 誉教授称号授与式

学長選考基準検討委員 会

会計係長 会議

30 日 発 明 委 員 会

学 務 関 係 係 長 会議

人 文 学 部 ｜

4 月 1 日 将来計画委員 会

6 日 将 来計画委員 会 ・ 予 算 委 員 会 の 合 同 会 議

8 日 教務委員 会

教授 会

人文科学研究科委 員 会

9 日 補導協議会 （ 持 ち 回 り ）

1 3 目 前学期授 業開始

新 入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ／え び健康診断

1 5 日 図 書委員 会

教務 委員 会

入学者選抜方法検討 委 員 会

22 日 紀要委員 会
教授会

人事教段 会

人文科学研究科；委 員 会

職業補 導 委 員 会

27 日 補 導 委 員 会

｜ 教 育 学 部 ｜

4 月 3 日 附属 小’y：校 第一学Wl 始 業式
4 日 附 属＇ 1］ 、q：校 入学式
6 日 校 業 開 始

Aせっ“
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7 日 附 属 幼 稚 園 第一学期始業式

8 日 学部教務 委 員 会

学部教務 ・ 補 導 合 同 委 員 会

学部補導委員 会

教授 会

人 事教授 会

附属 中 学校， 附属養護学校第一学期始業式

9 日 附 属 中 学校， 附属養護学校 入学式

10 日 附 属 幼稚 園 入 国 式

1 3 日 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 び健康診断

1 5 日 学 部 入学者選抜方 法検討委 員 会
27 日 学部予算委員 会

30 日 学部補導委員 会

拡 大 将 来 計画委員 会

経 済 学 部 ｜

4 月 8 日 前学期授業開始

学部教務委 員 会

教技 会

改組経過報告書作成 委 員 会
10 日 「 夜 間 主 コ ー ス 」 新 入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ

J〆

13 日 「 投 開 主 コ ー ス 」 新 入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ

ン 及 び健康診断

学部補導委員 会 （ 持 ち 回 り ）
1 5 日 改組経過報告書作成 委 員 会

財務委 員 会

22 日 学部教務委 員 会

人事教授会

教授会

27 日 日 本海経済研究所運営委 員 会

28 日 学部補導 委 員 会

30 日 学部将来構想検討委 員 会

理 学 部

4 月 9 日 教授 会

人事教技会

10 日 図書委 員 会
1 3 日 前学期授業開始

新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 び健康 診断

議ム広任
、

王寸サ学口u円〆臼

報一
2

第282号

工 学

4 月 7 日 学部教務委 員 会

8 日 教授会

工学研究科委 員 会

専任教授 会

1 3 日 入学生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 び健康診断

1 4 日 地域共 同研究 セ ン タ ー 創 設準備委 員 会

学部補導委員 会

1 5 日 前学期授業開始

選考委 員 会

22 日 専任教授 会

学科主任会議

学生定期健康診断

28 日 学部補導委員 会

30 日 学科主任会議

4 月 6 日 教務委 員 会

8 日 補導委 員 会

教授会

10 日 教養部 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

1 1 日 前学期授業開始

夜 間主 コ ー ス 前学期授業開始

1 5 日 図 書委 員 会

将来計画 委 員 会

22 日 施設整備委員 会

教務委 員 会

予算委員 会

視聴覚教育委 員 会

｜ 附 属 図 書 館 ｜

4 月 1 6 日 第 l 回 図 書館増築計画に 伴 う 検討委員 会

20 日 係長事務 打合せ会

23～ 24 日 第38回北信越地区国立大学図書館協議 会

（ 於 ： 上越教育 大 学 ）

24 日 電算化 ワ ー キ ン グ グルー プ と 富士通 S E と

にdワ臼
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の 打合せ

28 日 係 長 事務 打合せ 会

｜ 保健管理セ ン タ ー ｜

学 報 第 282号

科生， 大学院生 ）

｜ 経営短期大学部 ｜

4 月 1 1 日 前 学期授業開始

4 月 10 日 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

13 日 新入生健康診断

23 日 財 務委員 会 ・ 閉 学式準備 委 員 会の 合 同 委 員
L>.. Z三

22 日 定期健康診断 （ 工学部 3 ・ 4 年生， 専攻

。訂 正 （ お わ び ）

一職員会館の宿泊の御案 内 一

＠ 利用 日 … … 土 ・ 日 曜 日 及び祝 日 も 利用 で き ま す．グ

＠ 申 し 込み…利 用 自 の 2 目 前 ま でに／／

＠ 門 限時刻… 午後10時 … … …御協力を … … …グ

＠ 構内での 自 動車等の運転 は ， 教育 ・ 研究 に支障 を

来 さ な い よ う 安全運転 に努め定め ら れた 交通方法，

歩行者の安全及 び騒音防止 に努め ま し ょ う ．グ

学報 昭和62年 4 月 1 日 発行 第 281号

＂＂＇《 一一 ン、 s 訂 正 箇 所 吾ロ旦ノ 、 正

23 職 員 j肖 皇、 古 ） ｜ ｜ 真利子 ゴ仁1= J l l 真利子,...,... ，、，、

24 職 員 会館の宿泊 の御案内 午後 10町 午後10時一 ，、，、

主 要 行 事
25 本 部

30 日 理学部室 員 理学部定 員，、，、 一

26 -
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資 料

昭和62年度入学者数
・ 学 部

募 集 入 寸＂＂.： 者
学部 学 科 （ 課 程 ）

人 員
入学者数

県 内 県 外 大学検定男 女 現 役 j良 人

人 文 学 科 95 95 26 69 61 (48) 34(21) 84(62) 1 1(7) 。
人

三ロ五口 十.＂－ん 文 学 科 95 95 14 81 62(57) 33(24) 87(78) 8(3) 。
文

5十 1 2300$ 67(45) 1 7 1U4� 190 190 40 1 50 19(10) 。

小 学 校 教 員 養 成 課 程 140 140 29 1 1 1  99(84) 4 1(27) 1 17(97) 23(1心 。

教 中 学 校 教 員 養 成 課 程 50 64 25 39 40(32) 24(7) s3(3n 1 1(2) 。

養護学校教 員養成課程 20 17 16 1 2(12) 5(4) 16(16) l(O) 。

育 幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 30 26 。 26 22(22) 4(4) 25(25) 1 ( 1 )  。

言十 240 247 55 192 173050 74(42) 2 1 1u1$ 36(17) 。

経 済 学 科 144 1 44 122 22 72(19) 72(3) 106(18) 38(4) 。

昼 間 主 経 営 学 科 124 1 24 84 40 53(25) 7 1(15) 96(39) 28( 1 ) 。

コ ー ス 経 営 法 学 科 102 102 84 18 4 1(12) 6 1(6) 77(18) 25(0) 。

キま 370 370 290 80 16倒的 204(24) 279(75) 91(5) 。

i汽 H. I所 ＇.�；： 科 20 20 16 4 1 6(4) 4(0) 5(3) 15( 1 )  。

f支 問 主 経 営 学 科 20 20 15  5 18(5) 2(0) 7(2) 1 3(3) 
コ ー ス 経 営 法 学 科 20 20 18 2 17(2) 3(0) 7( 1 )  13( 1 )  。

60 60 49 1 1  5 1(11) 9(0) 19(6) 41(5) 1 

数 ，ち叫4・ ． やl 43 45 33 12 16(6) 29(6) 36(11) 9( 1 )  。

35 35 33 2 10( 1) 25( 1 )  20(2) 15(0) 1 
ヰめ 王喧 "{· ド｜ 47 

1 2  1 2  1 1  2(0) 10( 1 )  4(0) 8( 1 )  。

理． 化 さt- 干：� 43 43 23 20 18(12) 25(8) 26(16) 1 7(4) 1 
生 干物 �－・． 科 35 35 20 1 5  1 1(9) 24(6) 22(11) 13(4) 。

J也 J;1之 千斗 学 干fト 32 32 28 4 7(3) 25( 1 )  18(4) 14(0) 。

計 200 202 1 48 54 64(31) 1 38(23) 1 26刷） 76(10) 2 

電 会t 工 ，苦一‘手．一ー 科 53  53  53 。 30(0) 23(0) 42(0) 1 1(0) 。

工 業 化 �どdιチ．ー 干斗 48 48 45 3 10(2) 38(1 ) 22(2) 26( 1 ) 。

金 属 工 Aナ以， 科 43 43 43 。 12(0) 3 1(0) 29(0) 14(0) 。

機 械 工 学 科 53 53 52 20(0) 33( 1 ) 41( 1 )  1 2(0) 。工
生 産 機 械 工 学 科 43 43 41 2 16(0) 27(2) 30(2) 1 3(0) 。

化 �と＇！： 工 学 科 43 43 42 1 1 6(0) 27( 1 )  30(1 ) 13(0) 。

電 イ－ 工 学 不｝ 43 43 43 。 1 2(0) 3 1(0) 26(0) 17(0) 。

326 326 319  7 1 1 6(2) 210(5) 220(6) 1 06(1 ) 。

メEコ入 1 , 386 1 , 395 901 494 693�5$ 702(13� 1 ,026 ( 446 ) 369(48) 3 

＋」’・りふHH表本’刀司令てーレ学入XJ 
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－ 大学院

入 戸十以． 者 内 訳
区 分 募集 人 員 入学者数

県 内 県 外男 女

人 研 日 本 ・ 東 洋 文 化 専 攻 5 2 1 0 (0) 2( 1 )  

科
学

文
科化九 西 洋 文 化 専 攻 5 2 1 2( 1 )  〔XO)

計 10  4 2 2 2( 1 )  2( 1 )  

数 且寸ιー 専 工文 8 2 2 。 1 (0) 1(0) 
理

工文物 理 寸λ三ゐ- 専 8 10 10 。 3(0) 7(0) 且寸2一． 
化 十A且． 専 攻 6( 1 )  3(0) 10 9 8 1 

研
I文生 物 品1ら- 専 8 6 5 1 2( 1 ) 4(0) qプbL 

地 球 科 寸，，.，，ー与 専 攻 0(0) 5(0) 8 5 5 。
科

E十 42 32 30 2 1 2(2) 20(0) 

電 気 工 十.＇－＇ι 専 攻 10  8 8 。 3(0) 5(0) 

工 業 化 学 専 王女 1 0  9 9 。 5(0) 4(0) 
工

金 属 工 ぷ十且． 専 I文 8 9 9 。 4(0) 5(0) 寸A且ー． 
機 攻械 工 寸ムLιー 専 10  7 7 。 4(0) 3(0) 福汗
生 産 機 械 工 学 専 攻 8 4 4 。 3(0) l(O) 

究
化 寸且Zー， 且寸Zー， 専 工文工 8 7 7 。 7(0) 0(0) 

科
電 攻子 工 子，＞＇－＇ー与 専 8 1 2  1 2  。 8(0) 4(0) 

言十 62 56  56 。 34(0) 22(0) 
メ口I... 計 1 14 92 88 4 48(3) 44( 1 )  

（ 注 ） （ ） 内数 字 は 女 子 で 内 数 を 示 す 。

－ 専攻科

入 学 者 内 訳
区 分 募集 人 員 入学者数

男 女 県 内 県 外

教 育 専 攻 科 5 1 。 1 ( 1 )  0(0) 

経 済 子：会主主， 専 ::i:x 科 10 4 1 3 3(3) 1(0) 

計 15  5 1 4 4(4) 1(0) 

（ 注 ） （ ） 内 数 字 は 女子 で内 数 を 示す 。

。。？“
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員十

E 1 l l 寸 t 寸 1 1 1 1 J 1グ 一 4 一 1 ＝ 3 一 忠 一 日 一 l 一 O ニ O 一 2 一 9 － l 一 l 一 7 一 3 一 l 一 2 ＝ 7 一 8 一 4 一 O J b 一 5 ＝ 4 一 4 1 8 一 7 一 3 一 O 一 2 一 8 ＝ 63 － 6 一 旧 二 3 － 8 ← 一 一 3 ＝ θ ト ⑬ 一 ア 一 7 一 3 ・ 2 一 3 一 9 一 6 ＝ 3 百 ’ 一 O 一 O 一 2 一 4 Z 2 一 8 一 8 一 3 一 8 一 8 一 8 一 7 ＝ 11 － 一 2 ニ l 一 － － 一 2 ＝ 5 － 3 － 2 7 ニ － 一 一 一 2 T f 1 よ ん l j l ： 土 6 去 三 l γ 1 2 ： l ； l J L 一 3 ＝ 7男 二 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 h 一 一 一 一 一 上 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 L 一 ア ム

一 一 応 一 1 一 氾 一 一 応 一 η 一 J 一 J 一 0 ＝ 4 一 直 一 6 一 司 一 一 一 一 一 2 ＝ 5 一 2 一 8 一 4 一 8 7 1 7 J 一 2 一 O 一 2 一 6 一 9 一 4 一 6 ＝ 6－ ＝ 似 一 れ 一 ば 一 一 町 一 広 一 正 一 日 － N 竺 一 昨 一 日 一 日 以 一 山 一 一 一 一 一 肝 心 ＝ 沢 一 区 一 以 一 剣 一 併 一 川 町 ＝ 日 一 山 一 虻 一 辺 一 沢 一 民 一 例 一 氏 ＝ 従汁 ＝ 引 一 仁 一 3 一 一 2 一 （ 、 一 4 一 ： 一 以 一 一 引 一 公 一 U 一 広 一 一 一 一 一 任 一 τ 、 一 E 一 t 一 ， t 一 r t 一 山 ＝ 日 一 K 一 C 脳 一 じ 一 － t 一 t 一 t 一 臼 Z 日： ＝ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ＝ 一 一 一 一 一 ＝ 一 一 一 一 一 一 一 Z 乙

4 一 一 d N J 引 」 「 『 引 ペ ー 川 ぺ 川 叶 川 4 川 司 門 川 汀 引 → 叶 寸 J ｜ 十 ー イ 」 目 守 汀 副 叶 叫 叶 引 汁 什 → 引 ヰ 引 汁 川 → 叫 → 川 → 川 → 叶 → 川 → 叫 司 川一 － L － ＝ U － 9 一 川 ニ 5 ← 4 ト ？ 1 こ 汚 一 一 4 ← 3 一 6 － 4 一 一 一 一 一 4 ＝ 2 一 3 一 3 一 2 一 2 一 4 ＝ 5 一 5 一 4 一 L 一 4 一 中 一 Z 一 ト ＝ s一 次 一 計 ＝ U 一 1
一 割 一 日 一 二 ； … ；
一 主 一 ド 一 じ 一 i
一 主 一 一 一 一 一 出 二

； 一 ， J i － － ノ
一 M 一 一

5 1 J 4 一 4 一 4 一 4 一 3 一 幻 一 可 叫一 一 ＝ 一 一 一 一 一 一 － 一 ＝ 一 一 一 一 一 一 一 一 ＝ 一 一 － － 一 一 一 ト ト i l l － 一 一 一 1 i

県 一 「 」 「 l 卜 l l ト l L 「 ー し l l l r I r － － 「 l l F ト I r i － － 「 l ト ー 一 一 一 一 一 一 － 一 － 一 ＝ 一 － 一 一 ι i 一 一 一i t n 一 － ＝ J I － － z l ん E I ト l － z ← ← － － － 一 － 『 l l l ＝ 1 1 1 1 1 J I l l J ｜ l J ｜ 」 ｜ 」 寸 i l l － － I l l i － － 1 l i l 1 1 1 1 」 寸 l i一 一 一 一 6 一 日 一 4 ＝ 0 一 7 一 O 一 o － 7 一 古 ι 一 2 一 8 － 2 一 一 一 一 一 2 ＝ l 一 3 一 9 一 8 一 一 l 一 一 一 9 － 一 一 一 l 一 l 一 l ＝ 5一 ・ ー ι － ご 5 一 7 一 3 ＝ 2 一 2 一 2 一 3 － 9 一 7 λ 3 一 一 5 一 ← 一 一 7 1 74 一 一 r 一 1 1 一 一 4 ＝ 一 ！ 一 一 一 一 一 一 I ＝ 引

一 年 一 女 ＝ ～ 一
l

一 一 J ～ ～ 一 l
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

ー
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 本
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入学 総 1 年 次 2 年 次 ぷ口入 言十

定 員 定 員 男 女 言十 男 女 百十 男 女 計

1 0  20 2 2 4 8 8 10 2 12  

42 84 30 2 32 25 2 27 55 4 59 

6 2  1 24 56 56 51 51 107 107 

1 14 228 88 4 92 84 2 86 172  6 178 

入学定員 男 女 計

5 1 1 

10  1 3 4 

1 5  1 4 5 

入学 総 1 年 次 2 年 次 3 年 次 ぷ口入 言十

定 員 定 員 男 女 言十 男 女 計 男 女 言十 男 女 言十

120 37 12  49 37 12 49 

80 1 6  7 23 16 7 23 

200 53 19 72  53  19 72  

昭和62年度聴講生， 研究生
（ 昭和62年 5 月 1 日 現在 ）

聴 講 生 講 生
区 分

言十男 女

人 文 学 部 6 4 10 

教 育 学 部 1 4 5 

経 済 学 部

理 学 部 1 1 

工 学 部 2 2 

教 養 部

言十 10 8 18 

学部卒以上 10 7 17  

上 記 以 外 1 1 

言十 1 0  8 18 

研

男
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